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●私が針江に来たのは昭和５４年４月のこと。

私は３人兄弟の末っ子で、実母は最初から養子

として嫁がせると思っていたらしい。 

私に縁談が最初に舞い込んだのは昭和５０

年、２２歳の時であったが、しかし実母は最初

から乗る気で無く、その理由は３年後の５３年

６月になるまで解らなかった。この時、針江か

らのオファーでした。 

 母曰く，針江は家々に枯れることの無い湧き

水が溢れて、炊事、洗濯、掃除や風呂に至るま

で使いたい放題。生活に欠かせない水が溢れて

いる。こんな良いところは他に無いって言うの

です。 

 実家は山の麓で生活用水は玄関から５メート

ルほどの畑の古井戸に打ったガッチャンポンプ

で汲み上げ 

るものでし 

た。１０年 

近くたつと 

地下の地盤 

が崩れ水に 

多くの砂が 

混ざるのです。その度に離れた場所に鉄管を打

ち直す。母はそんな水に苦労の無い針江に強く

惹かれたのでした。 

 水仕事は女の仕事、水に苦労する必要が無い

んだからこんな幸せな所は他に無い。トントン

拍子に縁談を進め、今針江に嫁いで三十数年が

過ぎました。 

 

 

 針江・霜降水辺景観まちづくり協議会のインフ

ォメーションがホームページとFacebookで見られ

ます。 

●むかーし昔の話（約 45.6 年前の話） 

その頃の子どもの遊びといったら夏は浜

で海水浴（湖水浴）その他はたいてい神

社で缶蹴りか三角ベース（野球の略式

版）                                         

で遊んだものでした。 

泳ぐのが目 

的ではなく 

潜ってシジ 

ミや手長エ 

ビをとった 

りして毎日

を過ごしていました。 

シジミは、子どもの手でも現在の量で毎

日 500 ㎎のペットボトルいっぱい採れま

した。シジミ採りに飽きると桑の実を食

べたり、（内緒やけれど）上級生に誘われ

て、繋いであった船を漕ぎ出して沖で遊

んだりしました。よくしたもので、浜の沖

150ｍ程の所に浅瀬があり （今でもありま

す）そのあたりで船から放り投げられて

も付近が浅いことをよく知っていまし

た。誰も事故になったことは一度もあり

ませんでした。（今だったら大問題：笑） 

その時の針江の川の状態といったら今

と大違いで、下水道の整備は全くなく、川

はゴミ捨て場の様相で、川底には空き缶

や割れたガラス容器が散乱して川で遊べ

るような状態ではありませんでした。川

は改修前で川幅も広く船だまりが 3 か所

くらいあったように覚えています。 

ごはん粒の餌で、ビラ（あぶらむつ）を

よく釣って遊びました。（食べられるよう

なものではありません） 

 

 

 

 

 

 

冬は雪がたくさん降り積もり 1 シーズ

ンに 2～3 回は屋根の雪下ろしをしなく

ては、戸のしまりが悪くなる事が度々あ

りました。そういえば、家の北側には藁で

作った風除けが立ててあったのを覚えて

います。学校へ行くのも前の日に溶けて、

夜のうちに固まった雪の上を歩いて学校

へ通ったこともありました。北小学校の

前の道路がまだ舗装されていなかった

頃、戦車が走っていたような…。 

 

 

 

いよいよ高島は動き出しました！ 
 

日本遺産 
「水と文化」ツーリズム 
推進協議高島地域協議会 
設立総会開かれる  

2016（平成 28）年 1 月 20 日（水） 

高島市観光物産プラザ  
■滋賀県が設置する日本遺産 「水と文化」ツーリズム推進協議会と連携し、地域住
民や観光事業者等が行う高島らしい観光まちづくりに資すること、ならび地域の活
性化を図ることを目的として設置される。 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

事務局 公益社団法人       びわ湖高島観光協会     

高島市教育委員会事務局        文化財課      

高島市商工観光部           観光振興課 
  

探索

日本遺産「水と文化」 

ツーリズム推進協議会発足 
 

 

針江の 
生き字引でっせ！

せ！ 
あの頃は皆ガキ大将！びわ湖や大川の思い出 

北野 俊朗 協議会委員 
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カバタで決めた婿入り話 
三宅 進 協議会委員 

 

 
■日本には世界に誇る「たから」がたく
さんあります。文化庁では、この歴史的
魅力に溢れる地域の「たから」たちをさ

らに磨き上げるべく、我が国の文化・伝
統を語るストーリーを「日本遺産」に認
定し、国内に、そして世界に発信してい
く事業が今年度、創設されました。滋賀
県と大津市・彦根市・近江八幡・高島
市・東近江市・米原市が連携し「琵琶湖
とその水辺景観―祈りと暮らしの水遺
産」として「たから」を PR。 

時代の流れなのでしょうか？！ 

昔のことを語っていただくには 

まだ若すぎるお二人と思いますが・・・。 

 

 

海津・西浜・知内地域文化的景観まちづくり協議会 会長 山本 良信 

    針江・霜降の水辺景観まちづくり協議会      会長 足立  享 

監 事：大溝水辺景観まちづくり協議会          会長 今西   仁 

  副会長：白鬚神社                  代表役員 高橋 敬一 

会 長：公益社団法人びわ湖高島観光協会         会長 古谷 仁成 

     高島市教育委員会事務局 教育総務部        部長 澤田 市郎 

高島市商工観光部                部長 俣野 吉治 ・公益社団法人 

びわこビジターズビューロー

・公益社団法人 

滋賀県文化財保護協会 

・㈱JTB 西日本 

・滋賀県 
Shiga Prefecture 


